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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信又は送信した、ヘッダ部分と本体部分とで構成された電子メールを時系列に履歴情
報として記憶する履歴情報記憶手段と、
　記憶してある履歴情報から最も直近に記憶された電子メールを抽出する第一の抽出手段
と、
　該第一の抽出手段で抽出した電子メールの本体部分が必要である旨を示す指示を受け付
ける指示受付手段と、
　該指示受付手段で本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けたか否かを判断する判
断手段と、
　該判断手段で指示を受け付けたと判断した場合、前記電子メールの本体部分を記憶する
本体部分記憶手段と、
　記憶してある履歴情報から次に直近に記憶された電子メールを抽出する第二の抽出手段
と、
　該第二の抽出手段で抽出した次に直近に記憶された電子メールのヘッダ部分の送信元に
関する情報が、返信メールの作成者に関する情報と一致するか否かを判断する送信元判断
手段と、
　該送信元判断手段で一致しないと判断した場合、送信元のアドレスを返信メールの送信
先のアドレスに設定するアドレス設定手段と、
　記憶してある前記電子メールの本体部分を前記返信メールに付加する本体部分付加手段
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と、
　前記第二の抽出手段で抽出した次に直近に記憶された電子メール以前の履歴情報を前記
返信メールに追加する履歴情報追加手段と
　を備える装置。
【請求項２】
　前記送信元判断手段で、前記第二の抽出手段で抽出した次に直近に記憶された電子メー
ルのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信メールの作成者に関する情報と一致すると
判断した場合、記憶してある履歴情報から次に直近に記憶された電子メールを、両者が一
致しないと判断するまで順次抽出するようにしてある請求項１記載の装置。
【請求項３】
　返信メールの作成指示を受け付ける返信指示受付手段を備え、
　該返信指示受付手段で返信メールの作成指示を受け付け、通常の返信メールを作成した
後に、前記第一の抽出手段での電子メールの抽出を開始するようにしてある請求項１又は
２記載の装置。
【請求項４】
　電子メールを送受信することができるコンピュータで実行することが可能な方法におい
て、
　受信又は送信した、ヘッダ部分と本体部分とで構成された電子メールを時系列に履歴情
報として記憶するステップと、
　記憶してある履歴情報から最も直近に記憶された電子メールを抽出するステップと、
　抽出した電子メールの本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けるステップと、
　本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けたか否かを判断するステップと、
　指示を受け付けたと判断した場合、前記電子メールの本体部分を記憶するステップと、
　記憶してある履歴情報から次に直近に記憶された電子メールを抽出するステップと、
　抽出した次に直近に記憶された電子メールのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信
メールの作成者に関する情報と一致するか否かを判断するステップと、
　一致しないと判断した場合、送信元のアドレスを返信メールの送信先のアドレスに設定
するステップと、
　記憶してある前記電子メールの本体部分を前記返信メールに付加するステップと、
　抽出した次に直近に記憶された電子メール以前の履歴情報を前記返信メールに追加する
ステップと
　を含む方法。
【請求項５】
　抽出した次に直近に記憶された電子メールのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信
メールの作成者に関する情報と一致すると判断した場合、記憶してある履歴情報から次に
直近に記憶された電子メールを、両者が一致しないと判断するまで順次抽出する請求項４
記載の方法。
【請求項６】
　返信メールの作成指示を受け付けるステップと、
　通常の返信メールを作成した後に、電子メールの抽出を開始するステップと
　を含む請求項４又は５記載の方法。
【請求項７】
　電子メールを送受信することができるコンピュータで実行することが可能なコンピュー
タプログラムにおいて、
　前記コンピュータを、
　受信又は送信した、ヘッダ部分と本体部分とで構成された電子メールを時系列に履歴情
報として記憶する履歴情報記憶手段、
　記憶してある履歴情報から最も直近に記憶された電子メールを抽出する第一の抽出手段
、
　該第一の抽出手段で抽出した電子メールの本体部分が必要である旨を示す指示を受け付
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ける指示受付手段、
　該指示受付手段で本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けたか否かを判断する判
断手段、
　該判断手段で指示を受け付けたと判断した場合、前記電子メールの本体部分を記憶する
本体部分記憶手段、
　記憶してある履歴情報から次に直近に記憶された電子メールを抽出する第二の抽出手段
、
　該第二の抽出手段で抽出した次に直近に記憶された電子メールのヘッダ部分の送信元に
関する情報が、返信メールの作成者に関する情報と一致するか否かを判断する送信元判断
手段、
　該送信元判断手段で一致しないと判断した場合、送信元のアドレスを返信メールの送信
先のアドレスに設定するアドレス設定手段、
　記憶してある前記電子メールの本体部分を前記返信メールに付加する本体部分付加手段
、及び
　前記第二の抽出手段で抽出した次に直近に記憶された電子メール以前の履歴情報を前記
返信メールに追加する履歴情報追加手段
　として機能させるコンピュータプログラム。
【請求項８】
　前記コンピュータを、
　前記送信元判断手段で、前記第二の抽出手段で抽出した次に直近に記憶された電子メー
ルのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信メールの作成者に関する情報と一致すると
判断した場合、記憶してある履歴情報から次に直近に記憶された電子メールを、両者が一
致しないと判断するまで順次抽出する手段
　として機能させる請求項７記載のコンピュータプログラム。
【請求項９】
　前記コンピュータを、
　返信メールの作成指示を受け付ける返信指示受付手段、及び
　該返信指示受付手段で返信メールの作成指示を受け付け、通常の返信メールを作成した
後に、前記第一の抽出手段での電子メールの抽出を開始する手段として機能させる請求項
７又は８記載のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の使用者間で交換される電子メールにおける返信メールの作成の煩雑さ
を軽減することができる、返信メールの作成を支援する装置、方法及びコンピュータプロ
グラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インターネット技術の急速な発展に伴い、電子メールによる情報交換が頻繁に行われて
いる。電子メールを交換する場合、受信した電子メールを引用して返信メールを作成する
ことが多い。何度も電子メールを交換することにより、過去に交換された多くの電子メー
ルが引用されて長大な電子メールとなる。
【０００３】
 数次にわたる電子メールの交換により長大となった電子メールを少しでも読み易くする
ために様々な技術が開発されている。例えば特許文献１では、電子メールのヘッダ部分と
本体部分とを判別し、本体部分を一括表示したり、一括非表示したりすることによって、
電子メール交換の履歴及び要旨を明確に把握することができる電子機器が開示されている
。
【特許文献１】特開２００２－３６６４８４号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１に開示されている電子機器では、複数の使用者間での電子メール交
換時には、どれを返信メールに引用すれば良いか判断することが困難となる。例えば質問
を含む電子メールに対して、第三者である専門家に回答を求め、専門家からの回答を質問
者に返信する場合、直近の電子メールに対して返信メールを作成すれば、質問者ではなく
第三者である専門家が送信先となった返信メールを作成することになる。
【０００５】
　この場合、本来は最初に質問内容を含む電子メールを送信した質問者を送信先として該
電子メールを引用して返信メールを作成する必要があり、第三者に回答を求める前の元に
なった電子メールを検索することは、電子メール交換の回数が多ければ多いほど困難にな
るという問題点があった。
【０００６】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、複数の使用者間で電子メールが交換
された場合であっても、所望の返信メールとして引用する対象となる過去の電子メールを
効率的に検索することができ、返信メールの作成の煩雑さを軽減することができる、返信
メールの作成を支援する装置、方法及びコンピュータプログラムを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために第１発明に係る装置は、受信又は送信した、ヘッダ部分と本
体部分とで構成された電子メールを時系列に履歴情報として記憶する履歴情報記憶手段と
、記憶してある履歴情報から最も直近に記憶された電子メールを抽出する第一の抽出手段
と、該第一の抽出手段で抽出した電子メールの本体部分が必要である旨を示す指示を受け
付ける指示受付手段と、該指示受付手段で本体部分が必要である旨を示す指示を受け付け
たか否かを判断する判断手段と、該判断手段で指示を受け付けたと判断した場合、前記電
子メールの本体部分を記憶する本体部分記憶手段と、記憶してある履歴情報から次に直近
に記憶された電子メールを抽出する第二の抽出手段と、該第二の抽出手段で抽出した次に
直近に記憶された電子メールのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信メールの作成者
に関する情報と一致するか否かを判断する送信元判断手段と、該送信元判断手段で一致し
ないと判断した場合、送信元のアドレスを返信メールの送信先のアドレスに設定するアド
レス設定手段と、記憶してある前記電子メールの本体部分を前記返信メールに付加する本
体部分付加手段と、前記第二の抽出手段で抽出した次に直近に記憶された電子メール以前
の履歴情報を前記返信メールに追加する履歴情報追加手段とを備える。
【０００８】
　また、第２発明に係る装置は、第１発明において、前記送信元判断手段で、前記第二の
抽出手段で抽出した次に直近に記憶された電子メールのヘッダ部分の送信元に関する情報
が、返信メールの作成者に関する情報と一致すると判断した場合、記憶してある履歴情報
から次に直近に記憶された電子メールを、両者が一致しないと判断するまで順次抽出する
ようにしてある。
【０００９】
　また、第３発明に係る装置は、第１又は第２発明において、返信メールの作成指示を受
け付ける返信指示受付手段を備え、該返信指示受付手段で返信メールの作成指示を受け付
け、通常の返信メールを作成した後に、前記第一の抽出手段での電子メールの抽出を開始
するようにしてある。
【００１０】
　次に、上記目的を達成するために第４発明に係る方法は、電子メールを送受信すること
ができるコンピュータで実行することが可能な方法において、受信又は送信した、ヘッダ
部分と本体部分とで構成された電子メールを時系列に履歴情報として記憶するステップと
、記憶してある履歴情報から最も直近に記憶された電子メールを抽出するステップと、抽
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出した電子メールの本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けるステップと、本体部
分が必要である旨を示す指示を受け付けたか否かを判断するステップと、指示を受け付け
たと判断した場合、前記電子メールの本体部分を記憶するステップと、記憶してある履歴
情報から次に直近に記憶された電子メールを抽出するステップと、抽出した次に直近に記
憶された電子メールのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信メールの作成者に関する
情報と一致するか否かを判断するステップと、一致しないと判断した場合、送信元のアド
レスを返信メールの送信先のアドレスに設定するステップと、記憶してある前記電子メー
ルの本体部分を前記返信メールに付加するステップと、抽出した次に直近に記憶された電
子メール以前の履歴情報を前記返信メールに追加するステップとを含む。
【００１１】
　また、第５発明に係る方法は、第４発明において、抽出した次に直近に記憶された電子
メールのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信メールの作成者に関する情報と一致す
ると判断した場合、記憶してある履歴情報から次に直近に記憶された電子メールを、両者
が一致しないと判断するまで順次抽出する。
【００１２】
　また、第６発明に係る方法は、第４又は第５発明において、返信メールの作成指示を受
け付けるステップと、通常の返信メールを作成した後に、電子メールの抽出を開始するス
テップとを含む。
【００１３】
　次に、上記目的を達成するために第７発明に係るコンピュータプログラムは、電子メー
ルを送受信することができるコンピュータで実行することが可能なコンピュータプログラ
ムにおいて、前記コンピュータを、受信又は送信した、ヘッダ部分と本体部分とで構成さ
れた電子メールを時系列に履歴情報として記憶する履歴情報記憶手段、記憶してある履歴
情報から最も直近に記憶された電子メールを抽出する第一の抽出手段、該第一の抽出手段
で抽出した電子メールの本体部分が必要である旨を示す指示を受け付ける指示受付手段、
該指示受付手段で本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けたか否かを判断する判断
手段、該判断手段で指示を受け付けたと判断した場合、前記電子メールの本体部分を記憶
する本体部分記憶手段、記憶してある履歴情報から次に直近に記憶された電子メールを抽
出する第二の抽出手段、該第二の抽出手段で抽出した次に直近に記憶された電子メールの
ヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信メールの作成者に関する情報と一致するか否か
を判断する送信元判断手段、該送信元判断手段で一致しないと判断した場合、送信元のア
ドレスを返信メールの送信先のアドレスに設定するアドレス設定手段、記憶してある前記
電子メールの本体部分を前記返信メールに付加する本体部分付加手段、及び前記第二の抽
出手段で抽出した次に直近に記憶された電子メール以前の履歴情報を前記返信メールに追
加する履歴情報追加手段として機能させる。
【００１４】
　また、第８発明に係るコンピュータプログラムは、第７発明において、前記コンピュー
タを、前記送信元判断手段で、前記第二の抽出手段で抽出した次に直近に記憶された電子
メールのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信メールの作成者に関する情報と一致す
ると判断した場合、記憶してある履歴情報から次に直近に記憶された電子メールを、両者
が一致しないと判断するまで順次抽出する手段として機能させる。
【００１５】
　また、第９発明に係るコンピュータプログラムは、第７又は第８発明において、前記コ
ンピュータを、返信メールの作成指示を受け付ける返信指示受付手段、及び該返信指示受
付手段で返信メールの作成指示を受け付け、通常の返信メールを作成した後に、前記第一
の抽出手段での電子メールの抽出を開始する手段として機能させる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、複数の使用者間で電子メールが交換された場合であっても、所望の返
信メールとして引用する対象となる過去の電子メールを効率的に検索することができ、検
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索された電子メールの本体部分を付加して返信メールを作成することが可能となる。また
、過去の電子メールの本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けることにより、用途
に応じて見やすい返信メールを作成することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態に係る返信メールの作成を支援する装置について、図面に基
づいて具体的に説明する。以下の実施の形態は、特許請求の範囲に記載された発明を限定
するものではなく、実施の形態の中で説明されている特徴的事項の組み合わせの全てが解
決手段の必須事項であるとは限らないことは言うまでもない。
【００１８】
　また、本発明は多くの異なる態様にて実施することが可能であり、実施の形態の記載内
容に限定して解釈されるべきものではない。実施の形態を通じて同じ要素には同一の符号
を付している。
【００１９】
　以下の実施の形態では、コンピュータシステムにコンピュータプログラムを導入した、
返信メールの作成を支援する装置について説明するが、当業者であれば明らかな通り、本
発明はその一部をコンピュータで実行することが可能なコンピュータプログラムとして実
施することができる。したがって、本発明は、返信メールの作成を支援する装置というハ
ードウェアとしての実施の形態、ソフトウェアとしての実施の形態、又はソフトウェアと
ハードウェアとの組み合わせの実施の形態をとることができる。コンピュータプログラム
は、ハードディスク、ＤＶＤ、ＣＤ、光記憶装置、磁気記憶装置等の任意のコンピュータ
で読み取ることが可能な記録媒体に記録することができる。
【００２０】
　本発明の実施の形態では、複数の使用者間で電子メールが交換された場合であっても、
所望の返信メールとして引用する対象となる過去の電子メールを効率的に検索することが
でき、検索された電子メールの本体部分を付加して返信メールを作成することが可能とな
る。また、過去の電子メールの本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けることによ
り、用途に応じて見やすい返信メールを作成することが可能となる。
【００２１】
　図１は、本発明の実施の形態に係る返信メールの作成を支援する返信メール作成支援装
置の構成例を示すブロック図である。本発明の実施の形態に係る返信メール作成支援装置
１は、複数のコンピュータ３、３、・・・と、ネットワーク２を介してデータ通信するこ
とが可能に接続されており、いずれかのコンピュータ３がメールサーバとして機能するこ
とによりコンピュータ３、３、・・・との間で電子メールを送受信する。
【００２２】
　返信メール作成支援装置１は、少なくともＣＰＵ（中央演算装置）１１、メモリ１２、
記憶装置１３、Ｉ／Ｏインタフェース１４、ビデオインタフェース１５、可搬型ディスク
ドライブ１６、通信インタフェース１７及び上述したハードウェアを接続する内部バス１
８で構成されている。
【００２３】
　ＣＰＵ１１は、内部バス１８を介して返信メール作成支援装置１の上述したようなハー
ドウェア各部と接続されており、上述したハードウェア各部の動作を制御するとともに、
記憶装置１３に記憶されているコンピュータプログラム１００に従って、種々のソフトウ
ェア的機能を実行する。メモリ１２は、ＳＲＡＭ、ＳＤＲＡＭ等の揮発性メモリで構成さ
れ、コンピュータプログラム１００の実行時にロードモジュールが展開され、コンピュー
タプログラム１００の実行時に発生する一時的なデータ等を記憶する。
【００２４】
　記憶装置１３は、内蔵される固定型記憶装置（ハードディスク）、ＲＯＭ等で構成され
ている。記憶装置１３に記憶されているコンピュータプログラム１００は、プログラム及
びデータ等の情報を記録したＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬型記録媒体９０から、可搬型
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ディスクドライブ１６によりダウンロードされ、実行時には記憶装置１３からメモリ１２
へ展開して実行される。もちろん、通信インタフェース１７を介してネットワーク２に接
続されている外部のコンピュータ３、３、・・・からダウンロードされたコンピュータプ
ログラムであっても良い。
【００２５】
　また記憶装置１３は、履歴情報記憶部１３１を備えている。履歴情報記憶部１３１には
、外部のコンピュータ３、３、・・・との間で送受信した電子メールを、直近に送受信し
た電子メールから順に時系列に記憶する。
【００２６】
　なお、本実施の形態において、返信メールを作成する前では、送受信した電子メールす
べてを履歴情報とし、返信メールを作成した後では、該返信メール以外の電子メールを履
歴情報とする。すなわち、新たに作成した返信メールを除いた残りの電子メールを履歴情
報として履歴情報記憶部１３１に記憶する。
【００２７】
　図２は、本発明の実施の形態における履歴情報の定義の説明図である。図２（ａ）に示
すような送受信された電子メールがある場合、メール（１）、（２）、（３）を併せて履
歴情報として履歴情報記憶部１３１に記憶する。図２（ｂ）に示すようにメール（３）に
対して返信メールを作成した場合、メール（１）、（２）、（３）は履歴情報であるが、
作成したメール（４）は返信メールであり、履歴情報記憶部１３１には記憶されない。
【００２８】
　なお、本実施の形態において、本体部分とは電子メールからヘッダ部分を除いた部分を
意味する。図３は、電子メールの構造の定義の例示図である。本実施の形態では、例えば
送信先のアドレス、送信先を識別する送信先ＩＤ等を含む送信先に関する情報、送信元の
アドレス、送信元を識別する送信元ＩＤ等を含む送信元に関する情報、電子メールの標題
に関する情報が記載されている部分をヘッダ部分３１とする。そして、ヘッダ部分３１以
外の部分を本体部分３２と定義している。
【００２９】
　図１に戻って、通信インタフェース１７は内部バス１８に接続されており、インターネ
ット、ＬＡＮ、ＷＡＮ等の外部のネットワーク２に接続されることにより、外部のコンピ
ュータ３、３、・・・等とデータ送受信を行うことが可能となっている。
【００３０】
　Ｉ／Ｏインタフェース１４は、キーボード２１、マウス２２等のデータ入力媒体と接続
され、データの入力を受け付ける。また、ビデオインタフェース１５は、ＣＲＴモニタ、
ＬＣＤ等の表示装置２３と接続され、所定の画像を表示する。
【００３１】
　以下、上述した構成の返信メール作成支援装置１の動作について説明する。図４は、本
発明の実施の形態に係る返信メール作成支援装置１の機能ブロック図である。
【００３２】
　図４において、第一の抽出部４０１は、履歴情報記憶部１３１に記憶してある履歴情報
から最も直近に記憶された電子メールを抽出する。すなわち、通常のメール送受信装置に
おける返信メールとして引用する対象となる電子メールを抽出する。
【００３３】
　指示受付部４０２は、抽出した電子メールの本体部分が、作成する返信メールに必要で
ある旨を示す指示を受け付ける。指示の受付は、マウス２２により指示ボタンをクリック
操作しても良いし、キーボード２１により明示的な指示の入力を受け付けても良い。
【００３４】
　判断部４０３は、指示受付部４０２にて本体部分が必要である旨を示す指示を受け付け
たか否かを判断する。本体部分記憶部４０４は、判断部４０３で本体部分が必要である旨
を示す指示を受け付けたと判断した場合、抽出した電子メールの本体部分をメモリ１２に
一時記憶する。
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【００３５】
　第二の抽出部４０５は、履歴情報記憶部１３１に記憶してある履歴情報から次に直近に
記憶された電子メールを抽出する。すなわち、最も直近に記憶された電子メールを、返信
メールとして引用する対象から排除するとともに、返信メールとして引用する対象となる
電子メールを順次抽出することにより検索することができる。
【００３６】
　送信元判断部４０６は、第二の抽出部４０５で抽出した電子メールのヘッダ部分の送信
元に関する情報が、返信メールの作成者に関する情報と一致するか否かを判断する。すな
わち、返信メールの作成者自身が送信元となっているか否かを判断することにより、自分
自身が送信元である電子メールを返信メールとして引用する対象から排除することができ
る。
【００３７】
　送信元判断部４０６で、抽出した電子メールのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返
信メールの作成者に関する情報と一致すると判断した場合、履歴情報記憶部１３１に記憶
してある履歴情報から次に直近に記憶された電子メールを順次抽出することにより、両者
が一致しないと判断するまで履歴情報として記憶してある電子メールをスキップすること
ができる。
【００３８】
　アドレス設定部４０７は、送信元判断部４０６で、抽出した電子メールのヘッダ部分の
送信元に関する情報が、返信メールの作成者に関する情報と一致しないと判断した場合、
送信元のアドレスを返信メールの送信先のアドレスに設定する。
【００３９】
　本体部分付加部４０８は、メモリ１２に一時記憶してある電子メールの本体部分を、作
成する返信メールに付加する。すなわち、判断部４０３で必要である旨を示す指示を受け
付けたと判断した本体部分を、作成した返信メールに付加する。
【００４０】
　履歴情報追加部４０９は、第二の抽出部４０５で抽出した電子メール以前の履歴情報を
、作成した返信メールに追加する。返信メールとして引用する対象となる電子メールが特
定された場合、特定された電子メール以前の履歴情報は従来のメール送受信装置と同様、
返信メールに追加する。すなわち、特定された電子メールを含み、それより以前の履歴情
報をすべて追加する。
【００４１】
　また、返信指示受付部４１０を備え、返信メールの作成指示を受け付けても良い。返信
メールの作成指示の受付は、マウス２２により指示ボタンをクリック操作しても良いし、
キーボード２１により明示的な指示の入力を受け付けても良い。返信メールの作成指示を
受け付けた場合、通常の返信メールを作成した後に、第一の抽出部４０１での電子メール
の抽出を開始する。
【００４２】
　図５は、本発明の実施の形態に係る返信メール作成支援装置１のＣＰＵ１１の処理手順
を示すフローチャートである。返信メール作成支援装置１のＣＰＵ１１は、履歴情報記憶
部１３１に記憶してある履歴情報から最も直近に記憶された電子メールを抽出する（ステ
ップＳ５０１）。これにより、通常のメール送受信装置における返信メールとして引用す
る対象となる、最も直近に受信した電子メールを抽出することができる。
【００４３】
　ＣＰＵ１１は、抽出した電子メールの本体部分が、作成する返信メールに必要である旨
を示す指示を受け付けたか否かを判断する（ステップＳ５０２）。作成する返信メールに
必要である旨を示す指示の受付は、マウス２２により指示ボタンをクリック操作しても良
いし、キーボード２１により明示的な指示の入力を受け付けても良い。
【００４４】
　ＣＰＵ１１が、本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けたと判断した場合（ステ
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ップＳ５０２：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、抽出した電子メールの本体部分をメモリ１２に
一時記憶する（ステップＳ５０３）。
【００４５】
　ＣＰＵ１１が、本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けていないと判断した場合
（ステップＳ５０２：ＮＯ）、ＣＰＵ１１は、ステップＳ５０３をスキップし、履歴情報
記憶部１３１に記憶してある履歴情報から次に直近に記憶された電子メールを抽出する（
ステップＳ５０４）。これにより、最も直近に記憶された電子メールを、返信メールとし
て引用する対象から排除するとともに、返信メールとして引用する対象となる電子メール
を順次抽出することにより検索することができる。
【００４６】
　ＣＰＵ１１は、抽出した電子メールのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信メール
の作成者に関する情報と一致するか否かを判断する（ステップＳ５０５）。すなわち、返
信メールの作成者自身が送信元となっているか否かを判断することにより、自分自身が送
信元である電子メールを返信メールとして引用する対象から排除することができる。
【００４７】
　ＣＰＵ１１が、抽出した電子メールのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信メール
の作成者に関する情報と一致すると判断した場合（ステップＳ５０５：ＹＥＳ）、ＣＰＵ
１１は、処理をステップＳ５０４へ戻し、履歴情報記憶部１３１に記憶してある履歴情報
から次に直近に記憶された電子メールを順次抽出することにより、両者が一致しないと判
断するまで履歴情報として記憶してある電子メールをスキップすることができる。
【００４８】
　ＣＰＵ１１が、抽出した電子メールのヘッダ部分の送信元に関する情報が、返信メール
の作成者に関する情報と一致しないと判断した場合（ステップＳ５０５：ＮＯ）、ＣＰＵ
１１は、送信元のアドレスを返信メールの送信先のアドレスに設定し（ステップＳ５０６
）、メモリ１２に一時記憶してある電子メールの本体部分を、作成する返信メールに付加
する（ステップＳ５０７）。これにより、必要である旨を示す指示を受け付けた本体部分
を、作成した返信メールに付加することができる。
【００４９】
　ＣＰＵ１１は、ステップＳ５０４で抽出した次に直近に記憶された電子メール以前の履
歴情報を、作成した返信メールに追加する（ステップＳ５０８）。これにより、返信メー
ルとして引用する対象となる電子メールが特定された場合、特定された電子メール以前の
履歴情報は従来のメール送受信装置と同様、返信メールに追加することができる。
【００５０】
　図６は、本発明の実施の形態に係る返信メール作成支援装置１の返信メールを作成する
過程の説明図である。図６（ａ）は返信メール作成前の送受信した電子メールの履歴情報
の例示図である。図６（ａ）では、「ＨｏｇｅＨｏｇｅ」氏からプロジェクトマネージャ
ーへ質問メールが送信され（メール（１））、プロジェクトマネージャーはエンジニアに
転送して（メール（２））、エンジニアから回答を受信した状態となっている（メール（
３））。
【００５１】
　本実施の形態では、受信した電子メールの表示画面の上方に、返信メールの作成指示及
び抽出した電子メールの本体部分が必要である旨を示す指示を同時に受け付けるボタンが
配置されている。「Ｒｅｐｌｙ　ｂａｃｋ　ｗｉｔｈ」ボタン６１がマウス２２等でクリ
ック操作された場合、ＣＰＵ１１は、まず最も直近に受信した電子メールであるメール（
３）を抽出する。同時にＣＰＵ１１は、本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けた
と判断するので（図５のステップＳ５０２：ＹＥＳ）、図６（ｂ）に示すように、返信メ
ールには抽出したメール（３）の本体部分が付加される。
【００５２】
　ＣＰＵ１１は、次に直近に送信したメール（２）を抽出するが、送信元が自分自身であ
ることからメール（２）をスキップし、次に直近に受信したメール（１）を抽出する。メ
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ール（１）は、送信元が自分自身ではないことから、図６（ｂ）に示すように履歴情報と
してメール（１）が追加される。
【００５３】
　一方、「Ｒｅｐｌｙ　ｂａｃｋ　ｗ／ｏ」ボタン６２がマウス２２等でクリック操作さ
れた場合、ＣＰＵ１１は、まず最も直近に受信した電子メールであるメール（３）を抽出
する。ＣＰＵ１１は、本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けていないと判断する
ので（図５のステップＳ５０２：ＮＯ）、図６（ｃ）に示すように、返信メールには抽出
したメール（３）の本体部分が付加されない。
【００５４】
　ＣＰＵ１１は、次に直近に送信したメール（２）を抽出するが、送信元が自分自身であ
ることからメール（２）をスキップし、次に直近に受信したメール（１）を抽出する。メ
ール（１）は、送信元が自分自身ではないことから、図６（ｃ）に示すように履歴情報と
してメール（１）が追加される。
【００５５】
　このように本実施の形態では、最初の質問を含む電子メールを送信した「ＨｏｇｅＨｏ
ｇｅ」氏に対して、回答を含む返信メールを直接的に作成することができ、従来のように
「ＨｏｇｅＨｏｇｅ」氏から受信した電子メールを検索するのに要する時間を短縮するこ
とができる。
【００５６】
　図７は、本発明の実施の形態に係る返信メール作成支援装置１の、返信メールを一度作
成してから所望の返信メールへ変更する過程の説明図である。図７（ａ）は返信メール作
成前の送受信した電子メールの履歴情報の例示図である。図６と同様、図７（ａ）では、
「ＨｏｇｅＨｏｇｅ」氏からプロジェクトマネージャーへ質問メールが送信され（メール
（１））、プロジェクトマネージャーはエンジニアに転送して（メール（２））、エンジ
ニアから回答を受信した状態となっている（メール（３））。
【００５７】
　本実施の形態では、受信した電子メールの表示画面の上方に、返信メールの作成指示を
受け付けるボタンが配置されている。「Ｒｅｐｌｙ」ボタン７１がマウス２２等でクリッ
ク操作された場合、ＣＰＵ１１は、まず従来と同様、最も直近に受信した電子メールであ
るメール（３）に対する返信メールを作成し、図７（ｂ）に示すように履歴情報としてメ
ール（１）、メール（２）、メール（３）が追加される。
【００５８】
　そして、作成された返信メールの表示画面の上方に、抽出した電子メールの本体部分が
必要である旨を示す指示を受け付けるボタンが配置されている。「Ｂａｃｋ　ｗｉｔｈ」
ボタン７２がマウス２２等でクリック操作された場合、ＣＰＵ１１は、まず最も直近に受
信した電子メールであるメール（３）を抽出する。ＣＰＵ１１は、本体部分が必要である
旨を示す指示を受け付けたと判断するので（図５のステップＳ５０２：ＹＥＳ）、図７（
ｃ）に示すように、返信メールには抽出したメール（３）の本体部分が付加される。
【００５９】
　ＣＰＵ１１は、次に直近に送信したメール（２）を抽出するが、送信元が自分自身であ
ることからメール（２）をスキップし、次に直近に受信したメール（１）を抽出する。メ
ール（１）は、送信元が自分自身ではないことから、図７（ｃ）に示すように履歴情報と
してメール（１）が追加される。
【００６０】
　一方、「Ｂａｃｋ　ｗ／ｏ」ボタン６２がマウス２２等でクリック操作された場合、Ｃ
ＰＵ１１は、まず最も直近に受信した電子メールであるメール（３）を抽出する。ＣＰＵ
１１は、本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けていないと判断するので（図５の
ステップＳ５０２：ＮＯ）、図７（ｄ）に示すように、返信メールには抽出したメール（
３）の本体部分が付加されない。
【００６１】
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　ＣＰＵ１１は、次に直近に送信したメール（２）を抽出するが、送信元が自分自身であ
ることからメール（２）をスキップし、次に直近に受信したメール（１）を抽出する。メ
ール（１）は、送信元が自分自身ではないことから、図７（ｄ）に示すように履歴情報と
してメール（１）が追加される。
【００６２】
　このように、返信メールを作成した後でも、最初の質問を含む電子メールを送信した「
ＨｏｇｅＨｏｇｅ」氏に対して、回答を含む返信メールを直接的に作成することができ、
従来のように「ＨｏｇｅＨｏｇｅ」氏から受信した電子メールを検索するのに要する時間
を短縮することができる。
【００６３】
　もちろん、履歴情報を複数回遡って、返信メールとして引用する対象となる電子メール
を特定しても良い。図８は、本発明の実施の形態に係る返信メール作成支援装置１の、履
歴情報を複数回遡る場合の返信メールを作成する過程の説明図である。図８（ａ）は返信
メール作成前の送受信した電子メールの履歴情報の例示図である。図８（ａ）では、「Ｈ
ｏｇｅＨｏｇｅ」氏からプロジェクトマネージャーへ質問メールが送信され（メール（５
））、プロジェクトマネージャーはエンジニアに転送して（メール（４））、エンジニア
から回答を受信している（メール（１））。それでも詳細が把握できないので、プロジェ
クトマネージャーはエンジニアに再度質問メールを送信し（メール（２））、エンジニア
から詳細な回答を受信した状態となっている（メール（３））。
【００６４】
　本実施の形態では、受信した電子メールの表示画面の上方に、返信メールの作成指示及
び抽出した電子メールの本体部分が必要である旨を示す指示を同時に受け付けるボタンが
配置されている。「Ｒｅｐｌｙ　ｂａｃｋ　ｗｉｔｈ」ボタン８１がマウス２２等でクリ
ック操作された場合、ＣＰＵ１１は、まず最も直近に受信した電子メールであるメール（
３）を抽出する。同時にＣＰＵ１１は、本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けた
と判断するので（図５のステップＳ５０２：ＹＥＳ）、図８（ｂ）に示すように、返信メ
ールには抽出したメール（３）の本体部分が付加される。
【００６５】
　ＣＰＵ１１は、次に直近に送信したメール（２）を抽出するが、送信元が自分自身であ
ることからメール（２）をスキップし、次に直近に受信したメール（１）を抽出する。メ
ール（１）は、送信元が自分自身ではないことから、図８（ｂ）に示すように履歴情報と
してメール（１）及びそれ以前に送受信していたメール（４）、メール（５）が追加され
る。
【００６６】
　そして、作成された返信メールの表示画面の上方に、抽出した電子メールの本体部分が
必要である旨を示す指示を受け付けるボタンが配置されている。「Ｂａｃｋ　ｗｉｔｈ」
ボタン８２がマウス２２等でクリック操作された場合、ＣＰＵ１１は、まず最も直近に受
信した電子メールであるメール（１）を抽出する。ＣＰＵ１１は、本体部分が必要である
旨を示す指示を受け付けたと判断するので（図５のステップＳ５０２：ＹＥＳ）、図８（
ｃ）に示すように、返信メールには抽出したメール（１）の本体部分が付加される。
【００６７】
　ＣＰＵ１１は、次に直近に送信したメール（４）を抽出するが、送信元が自分自身であ
ることからメール（４）をスキップし、次に直近に受信したメール（５）を抽出する。メ
ール（５）は、送信元が自分自身ではないことから、図８（ｃ）に示すように履歴情報と
してメール（５）が追加される。
【００６８】
　一方、「Ｂａｃｋ　ｗ／ｏ」ボタン８３がマウス２２等でクリック操作された場合、Ｃ
ＰＵ１１は、まず最も直近に受信した電子メールであるメール（１）を抽出する。ＣＰＵ
１１は、本体部分が必要である旨を示す指示を受け付けていないと判断するので（図５の
ステップＳ５０２：ＮＯ）、図８（ｄ）に示すように、返信メールには抽出したメール（
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１）の本体部分が付加されない。
【００６９】
　ＣＰＵ１１は、次に直近に送信したメール（４）を抽出するが、送信元が自分自身であ
ることからメール（４）をスキップし、次に直近に受信したメール（５）を抽出する。メ
ール（５）は、送信元が自分自身ではないことから、図８（ｄ）に示すように履歴情報と
してメール（５）が追加される。
【００７０】
　このように、送受信した電子メールからなる履歴情報を複数回遡ることにより、最初の
質問を含む電子メールを送信した「ＨｏｇｅＨｏｇｅ」氏に対して、回答を含む返信メー
ルを直接的に作成することができ、従来のように「ＨｏｇｅＨｏｇｅ」氏から受信した電
子メールを検索するのに要する時間を短縮することができる。
【００７１】
　以上のように本実施の形態によれば、複数の使用者間で電子メールが複数回交換された
場合であっても、返信メールとして引用する対象となる過去の電子メールを効率的に検索
することができ、検索された電子メールの本体部分を付加して返信メールを作成すること
が可能となる。また、過去の電子メールの本体部分を付加するか否かの指示を受け付ける
ことにより、用途に応じて見やすい返信メールを作成することが可能となる。
【００７２】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の趣旨の範囲内であれば
多種の変更、改良等が可能である。例えば返信メールの作成指示、本体部分が必要である
旨を示す指示等を、表示画面に配置されたボタンのクリック操作で行うことに限定される
ものではなく、各種のアイコンのクリック操作、ドラッグアンドドロップ操作等、様々な
操作を用いて指示を行えば良い。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明の実施の形態に係る返信メールの作成を支援する返信メール作成支援装置
の構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態における履歴情報の定義の説明図である。
【図３】電子メールの構造の定義の例示図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る返信メール作成支援装置の機能ブロック図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る返信メール作成支援装置のＣＰＵの処理手順を示すフ
ローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態に係る返信メール作成支援装置の返信メールを作成する過程
の説明図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る返信メール作成支援装置の、返信メールを一度作成し
てから所望の返信メールへ変更する過程の説明図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る返信メール作成支援装置の、履歴情報を複数回遡る場
合の返信メールを作成する過程の説明図である。
【符号の説明】
【００７４】
　１　返信メール作成支援装置
　２　ネットワーク
　３　コンピュータ
　１１　ＣＰＵ
　１２　メモリ
　１３　記憶装置
　１４　Ｉ／Ｏインタフェース
　１５　ビデオインタフェース
　１６　可搬型ディスクドライブ
　１７　通信インタフェース
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　１８　内部バス
　２３　表示装置
　９０　可搬型記録媒体
　１００　コンピュータプログラム
　１３１　履歴情報記憶部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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